
さまざまな情報メディアが溢れる現代、本の存在意義は何なのか？読書
が有益に働くと言われる言葉・人格・精神的／身体的健康・学力・仕事
の６要素について、その効果を科学的に評価。そこに確かに存在するが
決して万能ではなく時として弊害も伴う「読書の力」をありのままに描
き出す。読書の力をうまく利用するための３つの原則も提案。本を読む
人、読まされる人、読ませなければならない人、すべてに送る処方箋。
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読書と言語能力：言葉の「用法」がもたらす学習効果

【9/20締切】

【 随時 】

読書と言語能力の関係について国内外の最新知見を紹介するとともに，読書が言語能力を
向上させるしくみとして「用法に基づく学習」過程を明らかにする。言語教育への新たな
視点を提供する一冊。
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